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私がそのように考えていた頃、 オランダの政界にはゲールト ・ ウィルダー ス
（ヘルト ・ ヴィルダー スという片仮名表記もある）が現れ、 反イスラーム的な

































第一章「フェモナショナリズムの登場人物たち」では、 オランダ ・ フランス ・
イタリア三国の反イスラーム ・ 反移民キャンペ ー ンの中で「女性の権利」とい
うテー マが使われるようになった経緯が提示されている。 著者は蘭(pp.24-
25, 29-33)、イム(pp.25-26, 33-37)、イ孔(pp.26-27, 37-40) の状況を個別に検
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ト政治家たちがイスラ ームに対する攻撃に加わり、 これによってイスラ ームへ
の非難の声は大幅に増幅されることになった。 著者はこの経緯についても蘭
(pp.42-45)、 仏(pp.45-49)、 伊(pp.49-53) の状況を詳しく記述している。











しかし、 ウィルダ ース やル ・ ペンらはイスラ ームと移民たちの全体を「他者」
としているわけではない。 敵と見なされているのはイスラ ーム／移民の男性の
みなのであって、 イスラ ーム／移民の女性に対しては、 彼女らの属している後
進的な文化から「救い出されるべきもの」という位置づけが与えられている。
ポピュリズムの理論に立脚した従来のアプロ ー チでは、 この図式の中に現れて
いる「女性」という存在を十分に説明することができないのである。(pp.65-
































ではこの問題に関する理論的解決が示される。 三国のインテグレ ー ション政策
はいずれもEUによって打ち出された共通のフレ ームワ ー クを具体化するもの
であり、 一見してナショナリズムとは無縁なものに見える。 しかし、 著者は蘭

















たちは「女性蔑視者」である移民男性と切り離され、 西ヨ ー ロッパ国家の文化
的再生産者としてイメ ー ジされるようになる。 彼女たちに対して示されている








彼らが国家的個別主義と主権性を喪失し、 国家を超えたヨ ー ロッパという普遍
性、 ポスト＝国家的政府へと移行しつつあるということの標識ではないのか」
という問題は解決されていないように見える(p.111)。ここで著者は彼女の議





に含まれる「女性の象徴的中心性」 というモチ ー フが異なった時間、 領域、 制
度的コンテクストを超えて移植されることのできるものであるということを示
しているのだというのである(p.113)。






































て、 移民女性たちの社会的再生産労働は西ヨ ー ロッパの人々が労働市場でアク
ティブに活動することを可能にするのみではなく、 それによってジェンダ ー 平
等が 少なくとも「彼ら」にとって 達成されたという幻想を維持するこ
とを可能にするものでもある(pp.139-141)。 結局、 移民女性たちに対するフェ
ミニストたちの働きかけは、 古いフォ ー デイスト時代のフェミニストの要求に























































西ヨ ーロッパにおけるイスラ ーム女性たちのスカ ーフ着用に関する問題は日
本でもかなり以前から報道されている。 社会からの激しいバッシングを受けな
がらも、 頭髪を覆うスカ ー フを脱ぐことを拒否している女性たちがたくさんい


















ウィルダー スやル ・ ペンに関して、 日本では一般に非常に大きな誤解がある
ようである。 日本の右翼団体が特にル ・ ペンに親近感を示しているという情報
を目にすることが度々あるが、 彼女のフェモナショナリスト的主張から見て、
マリー ヌ ・ ル ・ ペンが日本の右翼を本当に「味方」と考えているはずはない。（父
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